
２０１７年５月２７日(土)晴のち雨 野坂山地（寒風・粟柄越） 単独行

コース距離：　９．７ｋｍ 所要時間：　３時間５８分（休憩含む）

コースタイム：マキノ高原(9:42)→(9:48)登山口→(10:38)ベンチ→
→(11:30)寒風→(12:22)粟柄越→(12:52)【食事休憩】
【食事休憩】(13:03)→(13:40)マキノ高原

＊山行軌跡と行程グラフ



＊山行記 マキノ高原管理棟の前で登山届を書いて、駐車場に居た登山者
は私が最後で 9時42分になって歩き出すが先に歩き出している人たちは赤坂山
に直行で登る様で私一人が大谷山登山口から登り出す。
　登山道では紫陽花が蕾を付けているがまだ咲いていない、新緑の中を歩いて
１時間ほどでベンチのある休憩所に辿り着く。
　休憩所を越えて登って行くとブナ林の中を歩いて行く、イワカガミが咲いて
いるのが上へ行くほど多くなってくる、寒風の少し手前で先行者二人が居られ
抜いて行き寒風に辿り着く。
　寒風に着くと何時も強風に見舞われるが今日は思っていた以上に風は強くな
く幸いである、赤坂山に向けて歩き出すと数グループの対向者とすれ違う、雲
は低いが若狭湾が望めていたが時間が経つにつれ見られなくなり粟柄越に到着
する前に雨が降り出してくる。
　粟柄越に着いた時は雲が垂れ込んで視界は１００ｍ以下で小雨だが降り続い
ていたのでここから下山を選択する。
  粟柄越には12時22分到着だが下山途中でもまだ登ってくる人達が多く居る、
私は雨の山歩きは好きではない天気予報は昨日は雨の予想はなかったが今日
朝出る時に確認したときは午後は雨模様になっていたので私は下山を選んだ。
　皆さんはマキノから赤坂山への登山道は歩き易いと言っておられるが私は歩
きにくい登山道だと思える、東屋で買ってきた手巻き握りを１個食して下山へ
歩き出す、歩幅の合わない階段や滑りやすい砂礫の道を歩き13時40分マキノの
駐車場に帰り着く。
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寒風から琵琶湖側 寒風から赤坂山

赤坂への尾根

若狭湾方面 タニウツギ


